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6月定例会
６月５日から1２日の８日間の日程で開催。報告２件、承認４件、議案１６件、
発議２件が提案され、審議の結果、原案のとおり可決した。

令和８年度　一般会計予算（第1号）
1億５２１７万円を増額

補正後の予算総額 ：１７０億９０２９万円

石丸  時次郎  議長

大己貴神社（左側が整備予定の私道）

三輪小学校体育館

予算増 の 主なもの

可決された主な議案など

2027年度政府予算、地方財政の検討にあたり、「地方財政の充実 ・ 強化を求める
意見書」の提出を求める。（自治労筑前町職員労働組合）

請願審査

意見書採択（全会一致）
国の関係機関へ意見書を提出

総務建設常任委員会に審査を付託

１３５５万円
町議会議員一般選挙執行事務

家庭的保育事業等の設備運営に関する基準条例の一部を改正

令和9年1月24日に執行予定の町議会議員選
挙から電子投票を実施するためのシステム導入
委託料

１６５０万円
ファーマーズマーケット施設管理事業

みなみの里の照明器具をＬＥＤ灯対応の器具に
交換する工事を行うもの

１１５３万円
農村環境整備事業

藤ノ木下池（久光）改修工事に伴い排水量が増え
るため下流排水路改修工事の設計を行なうもの

３００万円
町指定文化財管理業務

町指定の文化財「大己貴神社」を保護するため緊
急自動車が安全に進入できる私道整備に補助金
を交付するもの

２３０万円
学校給食費支援事業

県産ブランド品「博多和牛」「福岡有明のり」を活
用した給食材料費の増額

９億６８０５万円

工業用地特別会計補正予算（第１号）
１億７１７９万円を増額

補正後の予算総額
造成地の売却予定に伴うもの

４億３２５８万円

財産の処分
四三嶋工業団地造成地
処分面積 16,819㎡
処分価格
契約の相手方
　　（株）マキシス工業

専決処分の承認

工事請負契約の締結

４９５万円
中学校施設整備事業

夜須中の学級数の増に伴う教員数増加に対応す
るため職員室の拡張工事の設計委託を行うもの

７６６０万円
小学校施設整備事業

資機材費等の高騰、工事内容の変更に伴う、東
小田小・中牟田小・三並小の校舎・体育館トイレ
洋式化工事の増額

国の法律の施行に伴いた家庭的保育事業者に、こどもへの性暴力防止のため、
従事者に犯罪事実確認・安全確保措置等を義務づける規定を追加
（性暴力防止のため措置の義務化は令和8年12月25日から施行）

町の議員及び長の選挙における電磁的記録式投票機を用いて行う投票に関する条例を制定
選挙人の利便性の向上、正確な投票、選挙事務の効率化を図るため電子投票を行う条例を制定
（公布の日から施行し、施行の日以後に行われる町の議員及び長の選挙から適用）

１億４０６０万円
三輪小学校体育館断熱改修・空調設備設置工事

１億6800万円
学習用タブレット端末機の購入

１億４９９万円
三並小学校体育館断熱改修・空調設備設置工事

１億９７１４万円
夜須中学校体育館断熱改修・空調設備設置工事

１億４３００万円
後田1号線道路改良工事（筑前町朝日地内）

●賦課限度額の基礎賦課分の改正
　６６万円⇒６７万円（１万円増）
●軽減判定所得基準の改正（５割・２割軽減）

変更後８１８０万円（７００万円増）
四三嶋工業団地発生土処分工事変更契約

国民健康保険税条例の一部改正

財産の取得

２９７６万円
消防団第１分団消防ポンプ自動車

１３２５万円
給食厨房機器

小中学校給食調理用、ガス回転窯１台 ・ 真空冷
却器２台

町道後田1号線
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議 決 結 果
議員名

令和７年度筑前町一般会計予算の繰越明許費の繰越

令和７年度筑前町下水道事業会計予算の繰越

四三嶋工業団地残土処分工事請負変更契約の締結

筑前町税条例の一部を改正する条例の制定について

学習用タブレット端末等の購入

筑前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

筑前町書面掲示規制の見直しに伴う関係条例の整備
に関する条例の制定

筑前町の議会の議員及び長の選挙における電磁的記
録式投票機を用いて行う投票に関する条例の制定

筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例等の一部を改正する条例の制定

筑前町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

筑前町火入れに関する条例の一部を改正する条例の
制定

筑前町立大刀洗平和記念館条例の一部を改正する
条例の制定についての撤回

筑前町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定

令和８年度筑前町一般会計補正予算（第１号）

令和８年度下水道事業会計補正予算（第１号）

令和８年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正
予算（第１号）

財産の取得（筑前町消防団第１分団消防ポンプ自動
車（ＣＤ-Ⅰ型）購入）

工事請負契約の締結（三輪小学校体育館断熱改修・
空調設備設置工事）

工事請負契約の締結（三並小学校体育館断熱改修・
空調設備設置工事）

工事請負契約の締結（夜須中学校体育館断熱改修・
空調設備設置工事）

工事請負契約の締結（後田１号線道路改良工事）

財産の取得（給食厨房機器）

財産の処分（四三嶋工業団地造成地）

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　
裕
明

河
内
　
直
子

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

山
本
　
一
洋

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

原
田
　
　
宏

原
口
　
博
文

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

平
田
　
英
司

議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

区
分

審
議
結
果

報 

告

令和8年 第2回定例会

報告のみ

報告のみ

専
　
決

承
　
認

可
　
　
決

条
　
　
例

可
　
　
決

補
正
予
算

可
　
　
決

そ 

の 

他

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○●○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○● ●○○○●○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

令和８年６月定例会時に、議場において各委員会の委員長が報告をしました。
委 員 会 活 動

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
近
年
、日
本
中
で
地
震
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。東
日
本
大
震
災 ・ 

熊
本
地
震 ・ 

能
登
半

島
地
震
、そ
し
て
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
震

度
３
〜
６
の
地
震
等
、私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、本
町
が
管
理
し
て
い
る
町
営
住

宅
の
中
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
老
朽
化
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。町
は
管
理
し
て

い
る
以
上
、入
居
者
の
生
命 ・ 

財
産
に
対
し

て
責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
り
、こ
の
命
題
を

本
年
度
の
主
要
課
題
と
し
て
、さ
ら
に
町
有

地
の
調
査
や
昨
年
度
県
に
多
面
的
機
能
に
関

す
る
長
寿
命
化
の
見
直
し
の
要
望
を
再
度
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
う
ぐ
い
す
79
号
で
は
筑
前
町
産
の
新
米
と

非
常
用
防
災
リ
ュッ
ク
の
配
布
に
伴
い
、三
輪

カ
ン
ト
リ
ー
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た「
筑
前
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」の
中
学

生
の
方
４
名
を
表
紙
と
し
、新
年
の
挨
拶
や

各
常
任
委
員
会
の
視
察
研
修
の
様
子
等
を
掲

載
し
ま
し
た
。

　
80
号
で
は
町
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
一
環
と

し
て
令
和
３
年
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
る

「
ぴ
ー
す
ふ
る
カ
フ
ェ
」の
皆
さ
ん
を
表
紙
と

し
、２
月
に
行
わ
れ
た
第
11
回
議
会
報
告
会

の
様
子
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
出
来
事
や
、議
会
で
の
活

動
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、「
手
に
取
っ

て
読
ん
で
も
ら
え
る
」広
報
紙
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
４
月
に
委
員
会
を
開
催
し
、残
り
９
ヶ
月

の
在
任
期
間
の
計
画
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
に
三
輪
中
学
校
、７
月
２
日
に

夜
須
中
学
校
の
学
校
訪
問
を
行
い
ま
す
。今

回
は
授
業
参
観
後
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会

と
学
校
側
と
で
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

　
県
外
研
修
は
、10
月
22
日
大
分
県
玖
珠
町

の「
玖
珠
町
立
学
び
の
多
様
化
学
校
」を
予
定

し
て
い
ま
す
。学
校
に
通
い
づ
ら
さ
を
感
じ

る
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
通
え
る
た
め
の
特

別
な
教
育
課
程
を
設
け
る
公
立
義
務
教
育

学
校
で
す
。今
後
の
教
育
行
政
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

総務建設常任委員会
委員長　柳雅明

議会広報特別委員会
委員長　池松和彦

文教厚生常任委員会
委員長　河内直子
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総務建設常任委員会
　６月２４日、７月２日に学校訪問（三輪・夜須中
学校）を行いました。
　授業の中で生徒たちがタブレット端末を活
用している姿を見てまわり、その後、委員会と
学校側（校長 ・ 教頭）で事前質問に対しての意
見交換を行いました。
　今後、委員会で総括し、課題や政策に繋げて
いきます。

　令和８年６月１４日(日)三輪小学校グラウンドにおいて、火災の消火活動を想定した基本動作（消火
操作）の正確性・迅速性・安全性を競い合う消防操法大会が行われました。
　出場は合同出場を含む４チームで、優勝は第４分団でした。
　防災の要である団員の皆さんは、社会人として仕事をしながら町の安心安全のために活動されて
います。大会にむけて約２週間の厳しい操法訓練を経ての出場です。

文教厚生常任委員会

令和８年度筑前町消防操法大会

優勝の第４分団の雄姿

消防団員募集中！

　７月２日に行政視察を行いました。
　荒木浄水場（久留米市）では水道事業に関す
るビデオ説明 ・ 場内見学を行い、大木町では先
進地視察として水稲の乾田直播の説明や実施
状況の確認をしました。

　６月７日（日）緑とスポーツのふれあい広場
にて、筑前町の産業の魅力を町民や来場者
に発信し、地域経済を活性化させることを目
的としたイベントが開催されました。
　ショベルカー操縦体験などの職
業体験があり、ステージでは和太
鼓演奏 ・ ひょっとこ踊り ・ ダンス
など、そして広場では３０店舗をこ
えるグルメや素敵なお店がたくさ
ん並んで多くの人で賑わいました。

産業フェスタ

25年ぶりに帰ってきた遺跡

ショベルカー操縦体験

安心な水を安定して供給する(福岡県南広域水道企業団)

水稲の乾田直播の普及(大木町・農事組合法人上八院上)

七板遺跡
なな いた せきい

丹塗土器
に　ぬり　ど　　き

我が故郷の歴史を
研究しましょう！

　東小田の「七板遺跡」より出土した「丹塗土器」（写
真）が令和８年５月１４日（約２５年振り）に東京国立博物
館より返還されました。

　「丹塗土器」は弥生時代中期から後期初頭の集落及び墳墓（墳丘墓・甕棺墓）で使用された土
器です。（昭和５７・５８年度発掘調査）発掘当初から重要な資料として認識され、東京国立博物館
へ貸し出しされた後に、ギリシャへ渡り、町に戻ってきました。その他の資料については、現在九
州国立博物館・九州歴史資料館で厳重に保管されています。現在歴史を後世へ残すため報告
書作成が行われており、令和１２年度に刊行予定です。

になな いた い せき ぬり ど き

に ぬり ど き ふん ふんきゅうぼ ぼ ぼかめ かん

筑前町消防団員の皆様
私たち町民を守って頂き、ありがとうございます

かんでんちょく  は

かみはちいんかみ
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6月定例会ライブ配信
アクセス数 216件

各議員の
全内容は
録画配信で

一般質問通告書は、８月31日以降、ホームページで公開す
る予定です。支所窓口や議会事務局でも配布しています。

令和8年9月定例会日程（予定）

9月7日（月）～9月18日（金）
9月9日（水）・10日（木）一般質問

9月14日（月）～16日（水）決算審査
特別委員会

※日程は変更になる場合があります

※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 寺原　裕明 議員　　　　　Ｐ13
・ 学校教育の充実について
・ 町公共施設の管理について

◆ 柳　　雅明 議員　　　　　Ｐ10
・ 筑前町ワンヘルス推進宣言について

◆ 池松　和彦 議員　　　　　Ｐ12
・ こどもの居場所づくりについて
・ キッチンカーについて

◆ 石橋　里美 議員　　　　　Ｐ11
・ 郷土の歴史を伝える郷土の
　歴史民話について
・ 不登校児童生徒への支援について

◆ 河内　直子 議員　　　　　Ｐ14
・ 学校校舎敷地外での喫煙について
・ 機構改革について

◆ 原田　邦男 議員　　　　　Ｐ15
・ 老朽化した町営住宅の今後の
　方向性について 
・農業者支援について

◆ 奥村　忠義 議員　　　　　　Ｐ9
・ タブレット端末の活用について
・ 害獣駆除について
・ ペットの苦情について

６月議会定例会では、７名の議員が
一般質問を行い、町政全般の現状
や方針について報告・説明を求めま
した。

ＧＩＧＡスクール構想とは
デジタル教科書が導入される

奥
村
　
デ
ジ
タ
ル
教
育
に
切

り
替
え
て
、将
来
的
に
不
安

要
素
は
な
い
の
か
。

教
育
課
長
　
紙
か
デ
ジ
タ
ル

か
と
いっ
た
選
択
で
は
な
く
教

育
の
質
の
向
上
の
た
め
、実
態

に
応
じ
て
適
切
に
取
り
入
れ

て
い
く
。

奥
村
　
す
べ
て
の
教
科
の
基

本
は
国
語
力
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

教
育
課
長
　国
語
力
は
言
語

能
力
と
も
言
わ
れ
、聞
く
・
話

す
・
読
む
・
書
く
と
い
う
言
語

活
動
を
、国
語
科
を
要
と
し
て

各
教
科
で
充
実
さ
せ
て
い
る
。

奥
村
　
課
題
と
し
て
は
健
康

被
害
、メ
タ
認
知
能
力
の
低

下
、睡
眠
時
間
が
ス
ク
リ
ー
ン

時
間
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る

等
が
あ
る
が
、今
後
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
教
育
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

教
育
課
長
　情
報
を
吟
味
す

る
力
、ク
リ
ティ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ「
批
判
的
思
考
」を
育
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

奥
村
　
本
町
独
自
で
行
っ
て

い
る
、タ
イ
ピ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
の
必
要
性
は
。

教
育
長
　小
学
３
年
生
か
ら

の
取
り
組
み
で
情
報
化
社
会

で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

は
、学
習
や
日
常
生
活
の
中
で

は
欠
か
せ
な
い
。

奥
村
　
被
害
に
苦
慮
し
て
い

る
が
、対
策
と
し
て
は
。

農
林
商
工
課
長
　
農
作
物
の

被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
、深
刻
な
問
題
と
受
け
止
め

て
い
る
。鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
が
ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
し
た

場
合
は
１
頭
あ
た
り
５
千
円

の
報
奨
金
を
出
し
て
い
る
。

奥
村
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
へ
の
依
頼
と
、そ
の
費
用
は
。

農
林
商
工
課
長
　
相
談
が
あ

れ
ば
町
の
方
か
ら
依
頼
す
る
。

費
用
は
発
生
し
な
い
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
を

害
獣
駆
除
の
対
策
は

奥
村
　
苦
情
件
数
と
そ
の
中

身
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

環
境
防
災
課
長
　
令
和
７
年

度
の
苦
情
件
数
は
17
件
。

　内
容
は
、猫
の
放
し
飼
い
・

野
良
猫
の
餌
や
り
・
犬
猫
の
糞

尿
被
害
・
敷
地
内
の
侵
入
等
で

あ
る
。

　
奥
村
　
近
所
迷
惑
や
個
人
の

モ
ラ
ル
等
に
つ
い
て
、町
で
放

送
原
稿
を
作
っ
て
区
内
放
送

を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
防
災
課
長
　
周
辺
の
環

境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
場
合
に
は
、動
物

愛
護
法
に
基
づ
き
50
万
円
以

下
の
罰
金
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。継
続
し
て
啓
発
活
動
に
努

め
る
。

犬
、猫
に
関
す
る
苦
情
は

議 員

おく むら ただ よし

奥村 忠義

タブレット教育
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不登校児童生徒への支援について
居場所づくりを行う

母犬「もも」図書館にある民話に関する資料

「ワンヘルス」の推進と現状
推進に係る取り組みは通常業務の中で

推
進
決
定
へ
の

　
　
　　第 
一 
歩
と
し
て

議 員

やなぎ まさ あき

柳  雅明

石
橋
　
筑
前
町
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー「
彩
」は
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長
　
各
校
の
対
応
が

町
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
離
れ
て

い
か
な
い
よ
う
に
、不
登
校
支

援
に
係
る
方
針
や
目
的
に
沿

い
な
が
ら
調
整
し
た
り
、情
報

共
有
を
行
う
こ
と
。ま
た「
教

室
に
入
れ
な
い
」、「
校
内
支
援

セ
ン
タ
ー
に
も
行
き
づ
ら
い
」と

い
っ
た
児
童
生
徒
の
た
め
に
、

居
場
所
と
学
力
を
保
障
す
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

石
橋
　
不
登
校
の
早
期
発
見

早
期
支
援
は
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

教
育
課
長
　
早
期
発
見
に
つ

い
て
は
、教
育
委
員
会
が
各
学

校
の
児
童
生
徒
の
欠
席
状
況

を
月
ご
と
に
把
握
し
、不
登

校
の
可
能
性
を
察
知
し
て
い

る
。そ
の
デ
ー
タ
を
各
学
校
に

提
供
し
欠
席
が
継
続
し
な
い

よ
う
、早
期
対
応
と
し
て
、家

庭
訪
問
や
電
話
連
絡
等
、誰

が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う

か
を
協
議
し
実
行
し
て
、校

内
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
体
験

入
級
を
勧
め
た
り
し
て
い
る
。

石
橋
　
夜
須
高
原
青
少
年
自

然
の
家
と
連
携
し
た
不
登
校

支
援
事
業
と
は
。

教
育
課
長
　
学
校
生
活
へ
の

適
応
に
困
難
さ
を
抱
え
る
児

童
生
徒
に
対
し
、自
然
体
験

活
動
を
通
じ
た
居
場
所
づ
く

り
を
行
う「
や
す
こ
う
げ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
イ
」を
町
教
育

委
員
会
と
共
催
し
て
推
進
し

て
い
る
。

石
橋
　
今
後
、在
宅
就
労
支

援
事
業
団
と
も
連
携
し
、引
き

こ
も
り
支
援
へ
の
取
り
組
み
も

推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

石
橋
　
筑
前
町
の
民
話
数
と

紙
芝
居
数
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
民
話
数

18
、紙
芝
居
数
12
。

石
橋
　
民
話
紙
芝
居
作
成
の

目
的
は
。

教
育
課
長
　
町
の
合
併
以
前

に
町
内
の
民
話
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
多
く
、体
系
的
に

取
り
ま
と
め
た
も
の
が
な
か
っ

た
た
め
、民
話
と
伝
承
を
取
り

ま
と
め
る
事
業
を
実
施
し
、民

話
と
伝
説
を
題
材
に
、手
づ
く

り
で
４
編
の
紙
芝
居
を
作
成

し
た
。

石
橋
　
今
後
ど
の
よ
う
に
民

話
を
伝
承
し
て
い
く
の
か
。

教
育
課
長
　
現
在
は
、町
の
出

前
講
座
等
で
活
用
し
て
い
る
。

今
後
、現
在
残
っ
て
い
る
書
籍

を
デ
ー
タ
化
し
、ホ
ー
ム
ペー
ジ

等
へ
の
掲
載
が
可
能
で
あ
る
か

等
を
検
討
す
る
。

夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の

家
と
の
連
携
に
つ
い
て

筑
前
町
の
歴
史
民
話
に

　
　
　
　
　
　　つ
い
て

議 員

いし ばし さと み

石橋 里美

柳
　
福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推

進
基
本
条
例
理
念
と
し
て
、

今
、世
界
で
人
獣
共
通
感
染

症
が
多
発
し
、人
と
動
物
の

健
康
が
脅
か
さ
れ
、生
態
系

の
劣
化
が
進
む
中
で
、ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
実
践
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、福
岡
県
は
ア

ジ
ア
ワ
ン
ヘ
ル
ス
福
岡
宣
言

２
０
２
２
の
地
と
し
て
、先
頭

に
立
っ
て
こ
れ
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
実
践
の
仕

組
み
を
構
築
し
、県
民
及
び

県
民
が
愛
す
る
動
物
の
命
と

健
康
並
び
に
環
境
の
健
全
性

を  一 

体
の
も
の
と
し
て
守
り
、

そ
の
活
動
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、県
は
こ
の

条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、

町
の
取
り
組
み
と
し
て「
生
物

等
の
多
様
性
」を
維
持
す
る

考
え
は
。

農
林
商
工
課
長

「
外
来
種
の
野
生
化
」

　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
野
生
化
対
策

は
今
年
度
か
ら
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
報
奨

制
度
を
実
施
す
る
。

「
健
全
な
森
づ
く
り
」

　
循
環
型
の
持
続
可
能
で
健

全
な
森
林
経
営
を
推
進
し
て

い
く
。

「
水
路
や
河
川
の
整
備
」

　
適
切
な
維
持
管
理
に
よ
り

水
質
の
浄
化
や
水
辺
の
従
来

生
態
系
を
保
護
し
環
境
の
健

全
化
を
行
う
。

「
自
然
体
験
型
の
学
習
」

　
夜
須
高
原
森
と
暮
ら
し
の

大
学
校
事
業
を
計
画
し
山
間

地
域
で
の
暮
ら
し
や
林
業
の

経
験
を
し
て
も
ら
う
。

柳
　
行
政
の
取
り
組
み
と
し

て
の「
地
球
温
暖
化
対
策
」は
。

財
政
課
長
　

「
Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
導
入
」

　
公
用
車
へ
の
低
燃
費
低
公

害
車
導
入
へ
新
規
導
入
更
新

は
可
能
な
限
り
取
り
組
む
。

環
境
防
災
課
長
　

「
機
器
の
効
率
化
」

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
果
率
の
高

い
空
調
設
備
へ
の
更
新
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

農
林
商
工
課
長
　

「
県
民
の
森
」

　
県
民
の
森
と
し
て
夜
須
高

原
で
自
然
に
関
す
る
知
識
の

普
及
向
上
を
め
ざ
す
。

「
県
産
材
の
利
用
」

　
地
産
地
消
の
推
進
と
し
て

公
共
施
設
の
改
修
等
を
木
質

化
・
木
造
化
の
視
点
で
研
究
し

て
い
く
。

柳
　
継
続
し
て
行
う「
動
物

と
の
共
生
社
会
」は
。

環
境
防
災
課
長
　

「
犬
猫
の
譲
渡
推
進
」

　
登
録
さ
れ
た
２
団
体
が
譲

渡
会
を
実
施
し
て
い
る
。町
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携

し
野
良
化
の
抑
制
を
行
っ
て

い
る
。

「
水
生
生
物
や
昆
虫
の
保
全
」

　
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す

る
水
の
環
境
基
準
及
び
生
活

環
境
の
検
査
と
、合
成
洗
剤
や

除
草
剤
の
適
正
使
用
な
ど
水

質
保
全
に
関
す
る
啓
発
を
推

進
し
、水
生
生
物
や
昆
虫
の
保

全
に
努
め
る
。

い
ろ
ど
り
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池
松
　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
支
援
事
業
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
団
体
は
い

く
つ
あ
る
か
。

こ
ど
も
課
長

　今
年
度
は

「
ち
く
ぜ
ん
子
ど
も
食
堂
ほ
っ

ぺ
」・「
だ
い
ち
の
会
」・「
あ
る
こ

る
か
」の
３
団
体
に
交
付
し
て

い
る
。

池
松
　
補
助
金
を
申
請
し
な

い
で
活
動
し
て
い
る
団
体
も

あ
る
が
。

こ
ど
も
課
長

　全
て
を
把
握

し
て
い
な
い
が
寄
付
金
や
県
の

物
価
高
騰
対
策
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
てい
る
と
伺
っ
てい
る
。

池
松
　
補
助
金
の
交
付
要
綱

に
納
得
が
で
き
な
い
部
分
や
、

申
請
が
煩
雑
と
い
っ
た
意
見

も
あ
る
よ
う
だ
が
。

こ
ど
も
課
長
　補
助
金
は
３

種
類
設
け
て
お
り
、公
金
で
あ

る
こ
と
か
ら
適
正
な
書
類
提

出
を
お
願
い
し
て
い
る
。書
類

作
成
に
つ
い
て
は
作
成
支
援
も

行
っ
て
お
り
、制
度
の
利
用
に
つ

い
て
は
活
動
実
績
を
伺
い
な
が

ら
今
後
研
究
し
て
い
く
。

池
松
　
補
助
金
は
参
加
人
数

に
対
し
て
と
の
事
だ
が
、ど
う

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
今
年
度

の
予
算
額
は
。

こ
ど
も
課
長
　現
行
制
度
で

は 

一 

定
の
基
準
に
基
づ
き
運
用

し
て
い
る
。今
年
度
の
予
算
額

は
１
４
０
万
円
。

農
林
商
工
課
長

　キ
ッ
チ
ン

カ
ー
は
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
平
成
29

年
３
月
に
購
入
し
た
。城
山

マ
ル
シ
ェ
や
被
災
地
支
援
等

で
出
店
し
て
い
た
が
、ス
タ
ッ

フ
不
足
や
経
営
的
負
担
か

ら
先
日
の
み
な
み
の
里
の
総

会
で
廃
車
が
決
ま
っ
た
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。

池
松
　
残
念
だ
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
結
果
だ
と
思
う
。存

続
す
る
な
ら
子
ど
も
食
堂
や

運
動
会
の
昼
食
な
ど
で
活
躍

の
場
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

町のアピールのために活躍したキッチンカー

居場所づくり支援のありかたは
必要な支援を研究していく 議 員

いけ まつ かず ひこ

池松 和彦

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

池
松
　
場
所
の
確
保
や
資
金

面
で
苦
慮
し
て
い
る
団
体
も

あ
る
よ
う
だ
が
。

こ
ど
も
課
長

　認
識
は
し
て

い
る
。活
動
を
継
続
し
や
す
い

環
境
作
り
を
支
援
し
て
い
く

事
は
必
要
。支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

池
松
　
２
月
に
あ
っ
た
議
会

報
告
会
で
の
意
見
交
換
で
も

話
題
に
あ
っ
た
が
、み
な
み
の

里
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
つ
い
て

寺
原
　
福
島
県
で
部
活
動
の

移
動
中
に
死
傷
者
が
で
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き

た
。本
町
の
安
全
確
保
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長
　
あ
ら
た
め
て
町
内

各
学
校
に
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
の
徹
底
を
指
導
し
て

い
る
。学
校
と
教
育
委
員
会
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
体
連
大
会
の
バ
ス
代
は
、町

の
予
算
か
ら
出
し
て
お
り
、今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

寺
原
　
中
学
校
の
部
活
動
指

導
員
配
置
の
今
後
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

教
育
課
長
　
将
来
的
に
休
日

の
部
活
動
を
、地
域
ク
ラ
ブ
へ

移
行
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。県
の
補
助
金
が
削
減
傾

向
で
あ
り
、受
益
者
負
担
を

含
め
て
経
費
の
確
保
も
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

部活動遠征中のバス事故を受けて、本町の取り組みは
学校と教育委員会が連携して取り組む

部
活
動
に
お
け
る
生
徒
の

安
全
確
保
の
取
り
組
み
は

寺
原
　
本
年
度
の
始
業
式
は

４
月
７
日
で
、例
年
よ
り
遅
く

行
わ
れ
た
。「
学
年
初
め
の
準

備
期
間
の
確
保
を
」と
い
う

教
職
員
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
提
起
し
て
い
た
の
で
、今

回
の
実
施
を
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
課
長
　学
年
初
め
の
準

備
期
間
を
１
日
増
や
し
た
。校

長
か
ら
は
、新
学
年
を
迎
え
る

児
童
生
徒
の
準
備
が
計
画
的

に
で
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
適
切

な
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
利
用
時
期

が
草
刈
り
直
前
と
い
う
場
合

も
あ
り
、整
備
に
つ
い
て
の
そ

れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
や
ご
意
見
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

寺
原
　
町
と
し
て
、利
用
者

が
い
つ
で
も
使
い
や
す
い
よ

う
に
整
備
す
る
こ
と
は
、難
し

い
の
で
は
な
い
か
。町
が
乗
用

草
刈
り
機
を
準
備
し
て
く
れ

た
ら
、草
刈
り
は
自
分
た
ち
で

や
っ
て
も
よ
い
と
の
申
し
出

が
、利
用
者
か
ら
複
数
あ
っ
て

い
る
。乗
用
草
刈
り
機
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
安
全
面
等

の
問
題
が
あ
り
、導
入
は
難
し

い
。年
間
の
草
刈
り
回
数
や
委

託
料
等
を
勘
案
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

寺
原
　
草
刈
り
を
や
っ
て
よ

い
と
い
う
協
力
者
が
い
る
の

で
、前
向
き
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
管
理
の
野
球
場
と
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
整
備
の
状
況
は

議 員

ひろてら はら あき

寺原 裕明

本
年
度
の
始
業
式
に
つ
い
て
、

学
校
及
び
教
育
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　評
価
は

問われる安全管理、安全運行

寺
原
　
野
球
場
と
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
草
刈
り
は
、町
が
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
。し
か

し
、利
用
者
か
ら
は
、草
が
伸

び
て
い
て
使
い
づ
ら
い
の
で
、

整
備
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

要
望
が
何
件
も
挙
が
っ
て
い

る
。担
当
課
の
考
え
は
。
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議
決
結
果

６
月
定
例
会

委
員
会
活
動

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク

一
般
質
問

議
決
結
果

６
月
定
例
会

委
員
会
活
動

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク

一
般
質
問

老朽化した町営住宅どうする
老朽化対策は重要な課題

役場の機構改革はどこまで進んだのか
近々実行する

河
内
　
機
構
改
革
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
も
取
り
上
げ
て

き
た
が
、社
会
経
済
情
勢
の

急
激
な
変
化
に
伴
い
、住
民
の

行
政
ニ
ー
ズ
は
増
大 

・ 

多
様

化
す
る 

一 

方
、厳
し
い
行
財
政

状
況
の
中
、行
政
の
ス
リ
ム

化 ・ 

効
率
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。現
在
の
組
織
体
制
が

社
会
情
勢
、住
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
、組
織
全
体
の
組
織
改

革
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
始

め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、現
在
、改
革
は
ど
こ
ま

で
進
ん
だ
の
か
。

総
務
課
長
　既
存
の
公
共
施

設
で
の
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、そ
の
課
題
へ
の
対

応
策
を
検
討
し
て
き
た
。執

務
室
確
保
の
た
め
、新
た
な
行

政
棟
の
建
設
や
既
存
施
設
の

改
修
及
び
行
政
棟
以
外
の
公

共
施
設
の
活
用
な
ど
、様
々
な

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。今
後

も
課
題
解
決
に
向
け
た
協
議

や
準
備
を
し
な
が
ら
、組
織
機

構
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長

　朝
倉
市
・
筑
紫
野
市

の
両
施
設
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、住
民
の
方
々
の
意
向
を

尊
重
し
な
が
ら
、リ
ニュ
ー
ア
ル

の
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。

近
々
実
行
す
る
。

学
校
敷
地
外
の
喫
煙
に

　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

議 員

なおか わ ち こ

河内 直子

原
田
　
本
町
に
は
耐
用
年
数

を
超
過
し
た
町
営
住
宅
が
存

在
し
て
い
る
が
実
態
は
。

都
市
計
画
課
長
　
令
和
８
年

３
月
末
現
在
、町
営
住
宅
の
う

ち
超
過
し
て
い
る
住
宅
は
10

団
地
76
戸
、こ
の
う
ち
入
居
中

の
住
宅
は
10
団
地
39
戸
と

な
っ
て
い
る
。

原
田
　
建
設
当
時
、建
築
基

準
法
の
目
的
を
満
た
し
て
い

た
が
、築
50
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
町
営
住
宅

に
は
、耐
用
年
数
を
経
過
し
た

住
宅
が
存
在
し
て
お
り
、日
常

的
な
点
検
及
び
必
要
な
修
繕

を
実
施
し
、安
全
性
及
び
居
住

性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
住
宅
に

つ
い
て
は
、入
居
者
募
集
の
停

止
と
あ
わ
せ
、入
居
者
と
の
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、他
の
団
地

への
住
み
替
え
を
進
め
て
お
り
、

移
転
が
進
む
な
ど 一 

定
の
成
果

が
現
れ
て
い
る
。

原
田
　
入
居
者
の
安
全
を
第

一
に
考
え
れ
ば
建
て
替
え
も

検
討
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る

が
見
解
は
。

都
市
計
画
課
長
　
耐
用
年
数

を
経
過
し
た
住
宅
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
老
朽
化
対
策

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。 一 

方
で
住
宅
の

建
て
替
え
に
は
多
額
の
事
業

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
総
合
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。こ
の
た
め
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な
建
て

替
え
を
決
定
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
が
、今
後
の
町
営
住
宅

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
。

原
田
　
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

な
ど
を
受
け
生
産
資
材
な
ど

の
高
騰 ・ 

供
給
不
安
が
生
じ

て
い
る
が
町
独
自
の 

一 

部
助

成
は
考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
商
工
課
長
　
町
独
自
の

助
成
は
現
時
点
で
実
施
に
は

至
っ
て
な
い
。農
家
の
経
営
状
況

を
注
視
し
、国
や
県
の
支
援
を

含
め
た
対
策
を
検
討
し
てい
く
。

原
田
　
小
規
模
農
家
に
対
す

る
支
援
の
考
え
は
。

農
林
商
工
課
長
　
農
業
を
支

え
る
基
盤
の
多
く
は
家
族
経

営
の
よ
う
な
小
規
模
農
家
で

あ
る
が
、補
助
事
業
に
対
し
て

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
直
接
的
な

支
援
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。農
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
今
後
も
支
援
策
に
つ
い
て
は

近
隣
の
自
治
体
や
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、町
の
農

業
振
興
に
繋
が
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

原
田
　
農
業
者
減
少
を
防
ぐ

た
め
の
担
い
手
の
確
保
、高
齢

化
の
対
策
は
。

農
林
商
工
課
長
　
新
規
農
業

者
の
確
保
・
育
成
や
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
、そ
し
て
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
を
行
っ
て
い
る
。

原
田
　
急
増
す
る
鳥
獣
被
害

の
対
策
に
つ
い
て
。

農
林
商
工
課
長
　
今
年
度
か

ら
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
対
し

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
へ
報

奨
金
を
支
払
う
制
度
を
実
施

す
る
。こ
の
こ
と
が
さ
ら
な
る

捕
獲
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

河
内
　
学
校
敷
地
内
は
禁
煙

と
な
っ
て
い
る
た
め
、多
く
の

愛
煙
家
の
方
々
は
、学
校
を一

歩
出
た
所
で
喫
煙
を
さ
れ
て

い
る
。し
か
し
、そ
こ
は
多
く

の
こ
ど
も
達
の
通
る
所
で
も

あ
る
。こ
ど
も
達
の
通
る
場

所
で
の
喫
煙
は
、こ
ど
も
達
の

健
康
を
守
る
う
え
で
も
、喫

煙
を
他
の
所
で
す
る
よ
う
に

相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
課
長
　通
用
門
付
近
で

の
喫
煙
は
、児
童
・
生
徒
等
の

健
康
に
影
響
を
与
え
る
た

め
、喫
煙
す
る
場
合
に
は
時

間
と
場
所
を
考
慮
し
、他
者

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を

啓
発
し
た
い
。

入
居
者
の
安
全
を
第
一に

本
町
の
農
業
を
ど
う
守
る

早
め
の
機
構
改
革
を

どのように変わるのか楽しみ

議 員

はら だ くに お

原田 邦男
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令
和
８
年
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
、農

村
風
景
は
麦
畑
の
黄
金
色
か
ら
稲
・

大
豆
畑
の
緑 

一 

色
に
変
化
し
ま
し
た
。

農
家
に
と
っ
て
、年
の
中
で 一 

番
忙
し
い

シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
、管
理
作
業
へ
移
っ

て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、世
界
で
は
戦
争
が

収
束
を
迎
え
る
気
配
が
な
く
、物
価
高

騰
・
資
材
不
足
の
中
今
後
の
農
作
業
を

継
続
で
き
る
の
か
心
配
し
て
い
る
。早

く
、平
和
な
世
界
に
な
る
よ
う
祈
る
し

か
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
平
田   

英
司
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

石
丸
時
次
郎

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

平
田
　
英
司

原
口
　
博
文

原
田
　
　
宏

石
橋
　
里
美

編
集

後
記

東小田小学校
２年生のみな

さん

議場へようこ
そ

　令和8年6月16日（火）に東小田小学校の2年1組～3組の
児童の皆さんが生活科の「町たんけん」の一環として「筑前町
議会議場」の見学に来ました。
　議長役を児童が行い、たくさんの質問 ・ 要望が出ました。
　町の未来を考えている児童の皆さんの成長が楽しみです。

　今回の表紙は朝倉高校OBOG吹奏楽団の皆さんの練習風景です。
　2年前の朝倉高校吹奏楽部結成50周年の際に「現役高校生の定期演奏会で記念演奏をさせても
らおう！」をきっかけにOB・OGが集まりました。毎週末、朝倉市の蜷城コミュニティセンターで練習さ
れています。各イベントでの演奏を行ってきましたが、8月15日(土)にはピーポート甘木において第１
回となる楽団結成記念演奏会が行われます。筑前町からは写真の4名の方と原口真司さん(ユーフォ
ニアム)が参加されています。今回の演奏会に向けて30数年ぶりに楽器を手にした方もいるそうで
す。限られた練習時間の中で代表の一木さんは「一回一回の全体練習がとても大事になってきます」
と話されていました。皆さん真剣な中にも楽しまれている雰囲気があり、音楽の素晴らしさや、部活
動での世代を越えた連帯感を感じました。

行武信弘さん
（トランペット）

ゆく たけ のぶひろ

森部かをりさん
（クラリネット）

もり  べ

森本奈津美さん
（テナーサックス）

もり もと な　つ　み

一木真澄さん
（クラリネット）

いち ぎ ま　すみ

写真
左から

公式インスタグラム

いち

はら

ひな しろ

ぐちしん じ

ぎ

～ 質問の一部抜粋 ～
●公園がもっとあるといい
●公園の遊具を増やしてほしい
●水族館や動物園があるといい
●バッティングセンターがあるといい


